
質問番号 設問文
軸

質問番号
表肩

質問番号
n%表

Q1 問2（公共主体としての役割からではなく、組織経営の観点から）貴組織にとって、なぜ女性活躍が必要だとお考えですか。組織トップが日ごろ発信している問題意識等にもっとも当てはまるものを一つだけ選択してくださ NQ4 NP001
Q2 問3女性活躍に関する取組（男女共同参画、働き方改革を含む。）についての方針や考えを、貴組織のトップから職員向けに、どのくらいの頻度で発信していますか。直近の1年間についてお答えください。 NQ4 NP002

Q3S1 Q3-1.問4-1貴組織の行動計画の計画期間は何年間ですか。 NQ4 NP003
Q3S2.1 Q3-2.問4-2貴組織の行動計画の終期はいつですか。（半角数字でご記入ください） NQ4 NP004
Q3S2.2 Q3-2.問4-2貴組織の行動計画の終期はいつですか。（半角数字でご記入ください） NQ4 NP005
Q3S2.3 Q3-2.問4-2貴組織の行動計画の終期はいつですか。（半角数字でご記入ください） NQ4 NP006

Q4 問5貴組織の女性活躍推進にとって、阻害要因となっているものはありますか。当てはまるものを最大3つまで選んでください。（3つまで） NQ4 NP007

Q5.1

問6貴組織の女性活躍に関する以下の取組について、（1）女性活躍推進法の施行（平成28（2016）年4月）以前からもともと取り組んでいたもの、（2）女性活躍推進法の施行に当たって、事前に状況把握・課題分析したも
の、（3）行動計画に数値目標を定めたもの、（4）（3）のうち、組織トップの意向が強かったもの、（5）（3）のうち、目標の達成見込みがあったもの、（6）女性活躍推進法に基づく情報公表を行っているもの、それぞれについ
て、当てはまるものいくつでも選択してください。※この設問は、それぞれ縦方向（↓）にお答えください。※項目4、5は、項目3で回答されたものの中からお選びください。
1.女性活躍推進法施行以前から取り組んでいたもの

NQ4 NP008

Q5.2

問6貴組織の女性活躍に関する以下の取組について、（1）女性活躍推進法の施行（平成28（2016）年4月）以前からもともと取り組んでいたもの、（2）女性活躍推進法の施行に当たって、事前に状況把握・課題分析したも
の、（3）行動計画に数値目標を定めたもの、（4）（3）のうち、組織トップの意向が強かったもの、（5）（3）のうち、目標の達成見込みがあったもの、（6）女性活躍推進法に基づく情報公表を行っているもの、それぞれについ
て、当てはまるものいくつでも選択してください。※この設問は、それぞれ縦方向（↓）にお答えください。※項目4、5は、項目3で回答されたものの中からお選びください。
2.事前に状況把握・課題分析したもの

NQ4 NP009

Q5.3

問6貴組織の女性活躍に関する以下の取組について、（1）女性活躍推進法の施行（平成28（2016）年4月）以前からもともと取り組んでいたもの、（2）女性活躍推進法の施行に当たって、事前に状況把握・課題分析したも
の、（3）行動計画に数値目標を定めたもの、（4）（3）のうち、組織トップの意向が強かったもの、（5）（3）のうち、目標の達成見込みがあったもの、（6）女性活躍推進法に基づく情報公表を行っているもの、それぞれについ
て、当てはまるものいくつでも選択してください。※この設問は、それぞれ縦方向（↓）にお答えください。※項目4、5は、項目3で回答されたものの中からお選びください。
3.行動計画に数値目標を定めたもの

NQ4 NP010

Q5.4

問6貴組織の女性活躍に関する以下の取組について、（1）女性活躍推進法の施行（平成28（2016）年4月）以前からもともと取り組んでいたもの、（2）女性活躍推進法の施行に当たって、事前に状況把握・課題分析したも
の、（3）行動計画に数値目標を定めたもの、（4）（3）のうち、組織トップの意向が強かったもの、（5）（3）のうち、目標の達成見込みがあったもの、（6）女性活躍推進法に基づく情報公表を行っているもの、それぞれについ
て、当てはまるものいくつでも選択してください。※この設問は、それぞれ縦方向（↓）にお答えください。※項目4、5は、項目3で回答されたものの中からお選びください。
4.（3）のうち、組織トップの意向が強かったもの

NQ4 NP011

Q5.5

問6貴組織の女性活躍に関する以下の取組について、（1）女性活躍推進法の施行（平成28（2016）年4月）以前からもともと取り組んでいたもの、（2）女性活躍推進法の施行に当たって、事前に状況把握・課題分析したも
の、（3）行動計画に数値目標を定めたもの、（4）（3）のうち、組織トップの意向が強かったもの、（5）（3）のうち、目標の達成見込みがあったもの、（6）女性活躍推進法に基づく情報公表を行っているもの、それぞれについ
て、当てはまるものいくつでも選択してください。※この設問は、それぞれ縦方向（↓）にお答えください。※項目4、5は、項目3で回答されたものの中からお選びください。
5.（3）のうち、目標の達成見込みがあったもの

NQ4 NP012

Q5.6

問6貴組織の女性活躍に関する以下の取組について、（1）女性活躍推進法の施行（平成28（2016）年4月）以前からもともと取り組んでいたもの、（2）女性活躍推進法の施行に当たって、事前に状況把握・課題分析したも
の、（3）行動計画に数値目標を定めたもの、（4）（3）のうち、組織トップの意向が強かったもの、（5）（3）のうち、目標の達成見込みがあったもの、（6）女性活躍推進法に基づく情報公表を行っているもの、それぞれについ
て、当てはまるものいくつでも選択してください。※この設問は、それぞれ縦方向（↓）にお答えください。※項目4、5は、項目3で回答されたものの中からお選びください。
6.情報公表を行っているもの

NQ4 NP013

Q6
問7女性活躍推進法施行後、行動計画に基づく取組によって数字が伸びた・改善したと実感している事項は何ですか。該当する項目を選び、その内容を教えてください。（いくつでも）（記入例）採用を選択：女性の採用を
増やすため、女子学生に対する採用活動に注力したところ、受験者数が○％増え、採用も○％増えた。

NQ4 NP014

Q7
問8女性活躍に関する取組について、この3年間の取組を踏まえた上で、今後貴組織として最も力を入れて取り組むとしていることとその理由は何ですか。（いくつでも）（記入例）継続就業を選択：介護が必要な家族を抱
える職員増が見込まれていることから、介護離職を防ぎ、限られた時間でも活躍してもらえるように、柔軟な働き方を実現する制度の整備に取り組むこととしている。

NQ4 NP015

Q8S1 Q8-1.問9-1女性活躍に関する取組について、今後取り組みたいと考えているが、取り掛かりが難しい取組はありますか。（いくつでも） NQ4 NP016
Q9 問10取組の進捗状況を把握し、次の取組につなげるため、毎年度状況を把握している項目はありますか。（いくつでも） NQ4 NP017
Q10 問11職員に行動計画を周知させるために行っていることは何ですか。（いくつでも） NQ4 NP018
Q11 問12貴組織の行動計画に基づく取組の実施状況の公表や、取組の振り返りのために行っている取組として当てはまるものを選択してください。（いくつでも） NQ4 NP019
Q12 問13現在の取組の実施・推進体制について、予定も含めて、当てはまるものを選択してください。（いくつでも） NQ4 NP020
Q13 問14貴組織において、さらに女性活躍の取組を推進するために必要と考えるものを選択してください。（3つまで） NQ4 NP021
Q14 問15女性活躍推進に関する取組を実施することでどのような効果があったと感じますか。（いくつでも） NQ4 NP022
Q15 問16女性活躍の取組を引き続き推進することで、今後どのような効果が期待できると感じていますか。（いくつでも） NQ4 NP023

FLAG 「問4-2（行動計画の終期）」 NQ4 NP024
FLAG2 都道府県・市区町村の区別 NQ4 NP025

NQ4FLAG 阻害要因は特にない NQ4 NP026
NQ4 「阻害要因は特にない」の回答有無 NQ4 NP027

NFLAG2N
Q4

都道府県・市区町村／「阻害要因は特にない」の回答有無 NQ4 NP028

特定事業主調査（阻害要因なしグループクロス集計＿市区町村） 参考資料３－３



【181010】特定事業主調査【2.地方人事課】都道府県・市区町村絞込み ( 2 / 13 )

■クロス集計表(n%表) ＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

ｎ

優
秀
な
人
材
を
採
用
し
続
け
る
た
め

（
将

来
の
労
働
人
口
の
減
少
へ
の
対
応

）

戦
力
と
考
え
て
い
る
人
材
の
流
出
を
防
ぐ

た
め

将
来
的
に
も
適
切
な
人
員
配
置
を
実
現
す

る
た
め

多
様
な
価
値
観
の
受
け
入
れ
の
た
め

（
ニ
ー

ズ
の
多
様
化

、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ

の
対
応

、
新
た
な
価
値
の
創
出

）

組
織
の
リ
ス
ク
管
理
へ
の
適
応
能
力
を
高

め
る
た
め

そ
の
他
：

特
に
な
し

（
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
る
か

ら

）

1596 406 66 516 487 10 18 93
100.0 25.4 4.1 32.3 30.5 0.6 1.1 5.8

「阻害要因は特にない」
を回答 313 84 8 104 80 2 2 33

100.0 26.8 2.6 33.2 25.6 0.6 0.6 10.5
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 322 58 412 407 8 16 60

100.0 25.1 4.5 32.1 31.7 0.6 1.2 4.7

ｎ

0
回

1
～

3
回

4
～

6
回

7
～

9
回

1
0
～

1
2
回

1
3
回
以
上

1596 379 1028 123 19 26 21
100.0 23.7 64.4 7.7 1.2 1.6 1.3

「阻害要因は特にない」
を回答 313 78 195 25 5 5 5

100.0 24.9 62.3 8.0 1.6 1.6 1.6
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 301 833 98 14 21 16

100.0 23.5 64.9 7.6 1.1 1.6 1.2

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
II　女性活躍推進に対する意識・理解について
Q1.問2（公共主体としての役割からではなく、組織経営の観点から）貴組織にとって、なぜ女性活躍が必要だとお考えですか。組織トップが日ごろ発信している問題意識等にもっとも当てはまるものを一つだけ選択してください。
SA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q2.問3女性活躍に関する取組（男女共同参画、働き方改革を含む。）についての方針や考えを、貴組織のトップから職員向けに、どのくらいの頻度で発信していますか。直近の1年間についてお答えください。
SA



【181010】特定事業主調査【2.地方人事課】都道府県・市区町村絞込み ( 3 / 13 )

■クロス集計表(n%表) ＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

ｎ

1
年
未
満

1
年
以
上
2
年
未
満

2
年
以
上
3
年
未
満

3
年
以
上
4
年
未
満

4
年
以
上
5
年
未
満

5
年
以
上
6
年
未
満

6
年
以
上

1596 0 4 18 78 425 953 118
100.0 0.0 0.3 1.1 4.9 26.6 59.7 7.4

「阻害要因は特にない」
を回答 313 0 0 1 11 89 187 25

100.0 0.0 0.0 0.3 3.5 28.4 59.7 8.0
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 0 4 17 67 336 766 93

100.0 0.0 0.3 1.3 5.2 26.2 59.7 7.2

ｎ

平
均
値

最
小
値

最
大
値

1596 32.95 30.00 39.00
「阻害要因は特にない」
を回答 313 32.95 30.00 39.00
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 32.96 30.00 39.00

ｎ

平
均
値

最
小
値

最
大
値

1596 3.01 3.00 11.00
「阻害要因は特にない」
を回答 313 3.03 3.00 11.00
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 3.00 3.00 5.00

平成＿年

全体
「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q3-2.問4-2貴組織の行動計画の終期はいつですか。（半角数字でご記入ください）
＿月

全体
「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q3-1.問4-1貴組織の行動計画の計画期間は何年間ですか。
SA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q3-2.問4-2貴組織の行動計画の終期はいつですか。（半角数字でご記入ください）



【181010】特定事業主調査【2.地方人事課】都道府県・市区町村絞込み ( 4 / 13 )

■クロス集計表(n%表) ＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

ｎ

平
均
値

最
小
値

最
大
値

1596 30.90 1.00 31.00
「阻害要因は特にない」
を回答 313 30.95 18.00 31.00
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 30.88 1.00 31.00

ｎ

組
織
ト

ッ
プ
の

、
女
性
活

躍
の
必
要
性
に
対
す
る
意

識
が
低
い

管
理
職
の

、
女
性
活
躍
の

必
要
性
に
対
す
る
意
識
が

低
い

職
場
全
体
と
し
て

、
女
性

活
躍
の
必
要
性
に
対
す
る

意
識
が
低
い

女
性
職
員
の
仕
事
に
対
す

る
意
欲
が
低
い

女
性
職
員
の
昇
進
意
欲
が

低
い

男
性
職
員
の
女
性
活
躍
に

対
す
る
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
意

見
が
多
い

長
時
間
の
超
過
勤
務
が
必

要
な
職
場
が
多
い

女
性
職
員
を
受
け
入
れ
な

い
部
局
が
あ
る

自
組
織
の
女
性
活
躍
に
関

す
る
課
題
が
分
か
ら
な
い

自
組
織
に
お
い
て
女
性
活

躍
に
必
要
な
取
組
・
進
め

方
が
分
か
ら
な
い

自
組
織
の
女
性
活
躍
が
進

ま
な
い
理
由
が
分
か
ら
な

い 課
題
解
決
の
た
め
の
効
果

的
な
取
組
が
何
か
分
か
ら

な
い

取
組
の
効
果
が
見
え
に
く

く

、
理
解
や
協
力
を
得
る

こ
と
が
難
し
い

そ
の
他
：

阻
害
要
因
は
特
に
な
い

1596 28 50 244 79 804 14 334 21 84 175 19 218 250 107 313
100.0 1.8 3.1 15.3 4.9 50.4 0.9 20.9 1.3 5.3 11.0 1.2 13.7 15.7 6.7 19.6

「阻害要因は特にない」
を回答 313 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 313

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 28 50 244 79 804 14 334 21 84 175 19 218 250 107 0

100.0 2.2 3.9 19.0 6.2 62.7 1.1 26.0 1.6 6.5 13.6 1.5 17.0 19.5 8.3 0.0

ｎ

女
性
職
員
の
採
用
に
関

す
る
こ
と

女
性
職
員
の
継
続
就

業
・
職
場
風
土
に
関
す

る
こ
と

長
時
間
労
働
の
是
正
に

関
す
る
こ
と

有
給
休
暇
の
取
得
率
向

上 男
性
職
員
の
育
児
・
介

護
参
加

育
休
明
け
・
産
休
明
け

職
員
の
職
場
復
帰
支
援

女
性
職
員
の
配
置
に
関

す
る
こ
と

時
間
に
制
約
が
あ
る
職

員
に
対
す
る
キ

ャ
リ
ア

支
援

女
性
職
員
の
評
価
に
関

す
る
こ
と

女
性
職
員
の
登
用
に
関

す
る
こ
と

（
女
性
管
理

職
比
率
を
含
む

）

男
女
の
賃
金
格
差
に
関

す
る
こ
と

そ
の
他
：

い
ず
れ
も
し
て
い
な
い

1596 671 490 972 943 619 541 512 158 190 555 235 14 210
100.0 42.0 30.7 60.9 59.1 38.8 33.9 32.1 9.9 11.9 34.8 14.7 0.9 13.2

「阻害要因は特にない」
を回答 313 144 99 178 178 121 107 96 39 55 115 67 2 50

100.0 46.0 31.6 56.9 56.9 38.7 34.2 30.7 12.5 17.6 36.7 21.4 0.6 16.0
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 527 391 794 765 498 434 416 119 135 440 168 12 160

100.0 41.1 30.5 61.9 59.6 38.8 33.8 32.4 9.3 10.5 34.3 13.1 0.9 12.5

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
III　女性活躍に関する取組について
Q5.問6貴組織の女性活躍に関する以下の取組について、（1）女性活躍推進法の施行（平成28（2016）年4月）以前からもともと取り組んでいたもの、（2）女性活躍推進法の施行に当たって、事前に状況把握・課題分析したもの、（3）行動計画に数値目標を定めたもの、（4）（3）
1.女性活躍推進法施行以前から取り組んでいたもの
MA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

Q3-2.問4-2貴組織の行動計画の終期はいつですか。（半角数字でご記入ください）
＿日まで

全体
「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q4.問5貴組織の女性活躍推進にとって、阻害要因となっているものはありますか。当てはまるものを最大3つまで選んでください。（3つまで）
MA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]



【181010】特定事業主調査【2.地方人事課】都道府県・市区町村絞込み ( 5 / 13 )

■クロス集計表(n%表) ＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

ｎ

女
性
職
員
の
採
用
に
関

す
る
こ
と

女
性
職
員
の
継
続
就

業
・
職
場
風
土
に
関
す

る
こ
と

長
時
間
労
働
の
是
正
に

関
す
る
こ
と

有
給
休
暇
の
取
得
率
向

上 男
性
職
員
の
育
児
・
介

護
参
加

育
休
明
け
・
産
休
明
け

職
員
の
職
場
復
帰
支
援

女
性
職
員
の
配
置
に
関

す
る
こ
と

時
間
に
制
約
が
あ
る
職

員
に
対
す
る
キ

ャ
リ
ア

支
援

女
性
職
員
の
評
価
に
関

す
る
こ
と

女
性
職
員
の
登
用
に
関

す
る
こ
と

（
女
性
管
理

職
比
率
を
含
む

）

男
女
の
賃
金
格
差
に
関

す
る
こ
と

そ
の
他
：

い
ず
れ
も
し
て
い
な
い

1596 788 564 916 798 913 245 317 95 84 889 66 34 235
100.0 49.4 35.3 57.4 50.0 57.2 15.4 19.9 6.0 5.3 55.7 4.1 2.1 14.7

「阻害要因は特にない」
を回答 313 143 95 175 167 171 51 71 18 26 154 22 5 55

100.0 45.7 30.4 55.9 53.4 54.6 16.3 22.7 5.8 8.3 49.2 7.0 1.6 17.6
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 645 469 741 631 742 194 246 77 58 735 44 29 180

100.0 50.3 36.6 57.8 49.2 57.8 15.1 19.2 6.0 4.5 57.3 3.4 2.3 14.0

ｎ

女
性
職
員
の
採
用
に
関

す
る
こ
と

女
性
職
員
の
継
続
就

業
・
職
場
風
土
に
関
す

る
こ
と

長
時
間
労
働
の
是
正
に

関
す
る
こ
と

有
給
休
暇
の
取
得
率
向

上 男
性
職
員
の
育
児
・
介

護
参
加

育
休
明
け
・
産
休
明
け

職
員
の
職
場
復
帰
支
援

女
性
職
員
の
配
置
に
関

す
る
こ
と

時
間
に
制
約
が
あ
る
職

員
に
対
す
る
キ

ャ
リ
ア

支
援

女
性
職
員
の
評
価
に
関

す
る
こ
と

女
性
職
員
の
登
用
に
関

す
る
こ
と

（
女
性
管
理

職
比
率
を
含
む

）

男
女
の
賃
金
格
差
に
関

す
る
こ
と

そ
の
他
：

い
ず
れ
も
し
て
い
な
い

1596 542 184 726 832 1197 102 187 25 21 1175 9 40 53
100.0 34.0 11.5 45.5 52.1 75.0 6.4 11.7 1.6 1.3 73.6 0.6 2.5 3.3

「阻害要因は特にない」
を回答 313 114 32 138 172 218 27 48 9 7 201 3 4 21

100.0 36.4 10.2 44.1 55.0 69.6 8.6 15.3 2.9 2.2 64.2 1.0 1.3 6.7
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 428 152 588 660 979 75 139 16 14 974 6 36 32

100.0 33.4 11.8 45.8 51.4 76.3 5.8 10.8 1.2 1.1 75.9 0.5 2.8 2.5

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

2.事前に状況把握・課題分析したもの
MA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q5.問6貴組織の女性活躍に関する以下の取組について、（1）女性活躍推進法の施行（平成28（2016）年4月）以前からもともと取り組んでいたもの、（2）女性活躍推進法の施行に当たって、事前に状況把握・課題分析したもの、（3）行動計画に数値目標を定めたもの、（4）（3）
3.行動計画に数値目標を定めたもの
MA

全体

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q5.問6貴組織の女性活躍に関する以下の取組について、（1）女性活躍推進法の施行（平成28（2016）年4月）以前からもともと取り組んでいたもの、（2）女性活躍推進法の施行に当たって、事前に状況把握・課題分析したもの、（3）行動計画に数値目標を定めたもの、（4）（3）



【181010】特定事業主調査【2.地方人事課】都道府県・市区町村絞込み ( 6 / 13 )

■クロス集計表(n%表) ＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

ｎ

女
性
職
員
の
採
用
に
関

す
る
こ
と

女
性
職
員
の
継
続
就

業
・
職
場
風
土
に
関
す

る
こ
と

長
時
間
労
働
の
是
正
に

関
す
る
こ
と

有
給
休
暇
の
取
得
率
向

上 男
性
職
員
の
育
児
・
介

護
参
加

育
休
明
け
・
産
休
明
け

職
員
の
職
場
復
帰
支
援

女
性
職
員
の
配
置
に
関

す
る
こ
と

時
間
に
制
約
が
あ
る
職

員
に
対
す
る
キ

ャ
リ
ア

支
援

女
性
職
員
の
評
価
に
関

す
る
こ
と

女
性
職
員
の
登
用
に
関

す
る
こ
と

（
女
性
管
理

職
比
率
を
含
む

）

男
女
の
賃
金
格
差
に
関

す
る
こ
と

そ
の
他
：

い
ず
れ
も
し
て
い
な
い

1596 182 59 367 302 304 20 59 8 9 634 5 14 428
100.0 11.4 3.7 23.0 18.9 19.0 1.3 3.7 0.5 0.6 39.7 0.3 0.9 26.8

「阻害要因は特にない」
を回答 313 46 13 72 71 75 4 14 2 4 114 1 2 82

100.0 14.7 4.2 23.0 22.7 24.0 1.3 4.5 0.6 1.3 36.4 0.3 0.6 26.2
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 136 46 295 231 229 16 45 6 5 520 4 12 346

100.0 10.6 3.6 23.0 18.0 17.8 1.2 3.5 0.5 0.4 40.5 0.3 0.9 27.0

ｎ

女
性
職
員
の
採
用
に
関

す
る
こ
と

女
性
職
員
の
継
続
就

業
・
職
場
風
土
に
関
す

る
こ
と

長
時
間
労
働
の
是
正
に

関
す
る
こ
と

有
給
休
暇
の
取
得
率
向

上 男
性
職
員
の
育
児
・
介

護
参
加

育
休
明
け
・
産
休
明
け

職
員
の
職
場
復
帰
支
援

女
性
職
員
の
配
置
に
関

す
る
こ
と

時
間
に
制
約
が
あ
る
職

員
に
対
す
る
キ

ャ
リ
ア

支
援

女
性
職
員
の
評
価
に
関

す
る
こ
と

女
性
職
員
の
登
用
に
関

す
る
こ
と

（
女
性
管
理

職
比
率
を
含
む

）

男
女
の
賃
金
格
差
に
関

す
る
こ
と

そ
の
他
：

い
ず
れ
も
し
て
い
な
い

1596 282 74 241 294 396 33 56 5 11 523 4 21 442
100.0 17.7 4.6 15.1 18.4 24.8 2.1 3.5 0.3 0.7 32.8 0.3 1.3 27.7

「阻害要因は特にない」
を回答 313 61 18 59 67 77 10 15 2 4 102 1 2 91

100.0 19.5 5.8 18.8 21.4 24.6 3.2 4.8 0.6 1.3 32.6 0.3 0.6 29.1
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 221 56 182 227 319 23 41 3 7 421 3 19 351

100.0 17.2 4.4 14.2 17.7 24.9 1.8 3.2 0.2 0.5 32.8 0.2 1.5 27.4

5.（3）のうち、目標の達成見込みがあったもの
MA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q5.問6貴組織の女性活躍に関する以下の取組について、（1）女性活躍推進法の施行（平成28（2016）年4月）以前からもともと取り組んでいたもの、（2）女性活躍推進法の施行に当たって、事前に状況把握・課題分析したもの、（3）行動計画に数値目標を定めたもの、（4）（3）
4.（3）のうち、組織トップの意向が強かったもの
MA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q5.問6貴組織の女性活躍に関する以下の取組について、（1）女性活躍推進法の施行（平成28（2016）年4月）以前からもともと取り組んでいたもの、（2）女性活躍推進法の施行に当たって、事前に状況把握・課題分析したもの、（3）行動計画に数値目標を定めたもの、（4）（3）



【181010】特定事業主調査【2.地方人事課】都道府県・市区町村絞込み ( 7 / 13 )

■クロス集計表(n%表) ＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

ｎ

女
性
職
員
の
採
用
に
関

す
る
こ
と

女
性
職
員
の
継
続
就

業
・
職
場
風
土
に
関
す

る
こ
と

長
時
間
労
働
の
是
正
に

関
す
る
こ
と

有
給
休
暇
の
取
得
率
向

上 男
性
職
員
の
育
児
・
介

護
参
加

育
休
明
け
・
産
休
明
け

職
員
の
職
場
復
帰
支
援

女
性
職
員
の
配
置
に
関

す
る
こ
と

時
間
に
制
約
が
あ
る
職

員
に
対
す
る
キ

ャ
リ
ア

支
援

女
性
職
員
の
評
価
に
関

す
る
こ
と

女
性
職
員
の
登
用
に
関

す
る
こ
と

（
女
性
管
理

職
比
率
を
含
む

）

男
女
の
賃
金
格
差
に
関

す
る
こ
と

そ
の
他
：

い
ず
れ
も
し
て
い
な
い

1596 1124 495 839 909 1178 91 233 22 12 1228 12 35 120
100.0 70.4 31.0 52.6 57.0 73.8 5.7 14.6 1.4 0.8 76.9 0.8 2.2 7.5

「阻害要因は特にない」
を回答 313 206 84 152 179 204 25 57 3 2 206 4 3 43

100.0 65.8 26.8 48.6 57.2 65.2 8.0 18.2 1.0 0.6 65.8 1.3 1.0 13.7
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 918 411 687 730 974 66 176 19 10 1022 8 32 77

100.0 71.6 32.0 53.5 56.9 75.9 5.1 13.7 1.5 0.8 79.7 0.6 2.5 6.0

ｎ

採
用
：

継
続
就
業

（
仕
事
と
家

庭
の
両
立
等

）
：

長
時
間
労
働
の
改
善
：

職
員
の
配
置
・
育
成
・

教
育
訓
練
：

評
価
・
登
用
：

そ
の
他
：

改
善
し
た
事
項
は
な
い

1596 147 210 275 142 409 183 462
100.0 9.2 13.2 17.2 8.9 25.6 11.5 28.9

「阻害要因は特にない」
を回答 313 24 35 46 21 81 34 116

100.0 7.7 11.2 14.7 6.7 25.9 10.9 37.1
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 123 175 229 121 328 149 346

100.0 9.6 13.6 17.8 9.4 25.6 11.6 27.0

ｎ

採
用
：

継
続
就
業

（
仕
事
と
家

庭
の
両
立
等

）
：

長
時
間
労
働
の
改
善
：

職
員
の
配
置
・
育
成
・

教
育
訓
練
：

評
価
・
登
用
：

そ
の
他
：

力
を
入
れ
た
い
取
組
は

な
い

1596 121 404 688 344 270 94 160
100.0 7.6 25.3 43.1 21.6 16.9 5.9 10.0

「阻害要因は特にない」
を回答 313 24 70 116 49 37 15 65

100.0 7.7 22.4 37.1 15.7 11.8 4.8 20.8
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 97 334 572 295 233 79 95

100.0 7.6 26.0 44.6 23.0 18.2 6.2 7.4

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q6.問7女性活躍推進法施行後、行動計画に基づく取組によって数字が伸びた・改善したと実感している事項は何ですか。該当する項目を選び、その内容を教えてください。（いくつでも）（記入例）採用を選択：女性の採用を増やすため、女子学生に対する採用活動に注力し
MA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q7.問8女性活躍に関する取組について、この3年間の取組を踏まえた上で、今後貴組織として最も力を入れて取り組むとしていることとその理由は何ですか。（いくつでも）（記入例）継続就業を選択：介護が必要な家族を抱える職員増が見込まれていることから、介護離職を
MA

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q5.問6貴組織の女性活躍に関する以下の取組について、（1）女性活躍推進法の施行（平成28（2016）年4月）以前からもともと取り組んでいたもの、（2）女性活躍推進法の施行に当たって、事前に状況把握・課題分析したもの、（3）行動計画に数値目標を定めたもの、（4）（3）
6.情報公表を行っているもの
MA

全体



【181010】特定事業主調査【2.地方人事課】都道府県・市区町村絞込み ( 8 / 13 )

■クロス集計表(n%表) ＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

ｎ

採
用

継
続
就
業

（
仕
事
と
家

庭
の
両
立
等

）

長
時
間
労
働
の
改
善

職
員
の
配
置
・
育
成
・

教
育
訓
練

評
価
・
登
用

そ
の
他

特
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
る
も
の
は
な

い

1596 119 129 404 205 257 39 593
100.0 7.5 8.1 25.3 12.8 16.1 2.4 37.2

「阻害要因は特にない」
を回答 313 16 14 52 20 18 5 193

100.0 5.1 4.5 16.6 6.4 5.8 1.6 61.7
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 103 115 352 185 239 34 400

100.0 8.0 9.0 27.4 14.4 18.6 2.7 31.2

ｎ

女
性
の
採
用
割
合

採
用
試
験
の
受
験
者
の
女
性
割
合

全
職
員
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割

合 部
局
や
課
室
ご
と
の
女
性
職
員
の

割
合

（
女
性
職
員
の
配
置
の
偏

り

）

平
均
継
続
勤
務
年
数
の
男
女
差

（
又
は
離
職
率
の
男
女
差

）

採
用
3
年
目
ま
で
の
職
員
の
定
着

率

（
全
体

、
男
女
別
問
わ
ず

）

約
1
0
年
前
に
採
用
し
た
職
員
の

男
女
別
継
続
任
用
割
合

職
員
一
人
当
た
り
の
一
月
当
た
り

超
過
勤
務
時
間

長
時
間
労
働
が
常
態
化
し
て
い
る

部
・
局
・
課
な
ど
の
数

長
時
間
労
働
が
常
態
化
し
て
い
る

職
員
の
数

管
理
職
の
超
過
勤
務
状
況

管
理
職
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割

合 管
理
職
の
一
つ
下
の
役
職
か
ら

、

管
理
職
に
昇
進
し
た
者
の
男
女
別

割
合

男
性
職
員
の
育
児
休
業
・
配
偶
者

出
産
休
暇
の
取
得
率

年
次
休
暇
取
得
率

柔
軟
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
制

度

（
テ
レ
ワ
ー

ク

、
フ
レ

ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
度
等

）
の
利
用
状
況

中
途
採
用
の
男
女
別
実
績

女
性
活
躍
推
進
に
関
す
る
職
員
の

意
識

そ
の
他
：

特
に
な
し

1596 1314 1094 1238 450 670 98 362 1092 593 527 97 1348 172 1292 1312 65 199 31 17 50
100.0 82.3 68.5 77.6 28.2 42.0 6.1 22.7 68.4 37.2 33.0 6.1 84.5 10.8 81.0 82.2 4.1 12.5 1.9 1.1 3.1

「阻害要因は特にない」
を回答 313 240 204 227 100 114 26 70 201 105 92 17 243 36 226 240 6 34 6 1 23

100.0 76.7 65.2 72.5 31.9 36.4 8.3 22.4 64.2 33.5 29.4 5.4 77.6 11.5 72.2 76.7 1.9 10.9 1.9 0.3 7.3
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 1074 890 1011 350 556 72 292 891 488 435 80 1105 136 1066 1072 59 165 25 16 27

100.0 83.7 69.4 78.8 27.3 43.3 5.6 22.8 69.4 38.0 33.9 6.2 86.1 10.6 83.1 83.6 4.6 12.9 1.9 1.2 2.1

MA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q8-1.問9-1女性活躍に関する取組について、今後取り組みたいと考えているが、取り掛かりが難しい取組はありますか。（いくつでも）
MA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q9.問10取組の進捗状況を把握し、次の取組につなげるため、毎年度状況を把握している項目はありますか。（いくつでも）



【181010】特定事業主調査【2.地方人事課】都道府県・市区町村絞込み ( 9 / 13 )

■クロス集計表(n%表) ＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

ｎ

行
動
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
メ
ー

ル
で
職
員
に
周
知

行
動
計
画
に
基
づ
く
取
組

の
実
施
に
つ
い
て
定
期
的

に
メ
ー

ル
で
職
員
に
周
知

e
-
ラ
ー

ニ
ン
グ

、
研
修

の
機
会
を
活
用
し
た
周
知

職
場
内
掲
示
板
へ
の
掲
載

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載

広
報
誌
へ
の
掲
載

行
動
計
画
の
改
善
点
に
つ

い
て
の
意
見
募
集

認
知
度
を
検
証
す
る
た
め

の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施

そ
の
他
：

特
に
な
し

1596 234 38 103 549 1289 30 21 24 56 117
100.0 14.7 2.4 6.5 34.4 80.8 1.9 1.3 1.5 3.5 7.3

「阻害要因は特にない」
を回答 313 44 6 11 76 239 7 3 1 10 33

100.0 14.1 1.9 3.5 24.3 76.4 2.2 1.0 0.3 3.2 10.5
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 190 32 92 473 1050 23 18 23 46 84

100.0 14.8 2.5 7.2 36.9 81.8 1.8 1.4 1.8 3.6 6.5

ｎ

取
組
の
検
証
に
必
要
と
判
断
し
た

項
目
に
つ
い
て

、
最
新
値
を
把
握

し

、
検
証
・
分
析

職
員
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト

調
査
を
実
施
し

、
職
員
の
意
識
変

化
や
ニ
ー

ズ
を
聴
取

各
部
局

（
課
室

）
に
対
し

、
個
別

の
取
組
状
況
を
調
査

、
情
報
の
集

約 そ
の
他
：

特
に
な
し

1596 976 68 52 40 533
100.0 61.2 4.3 3.3 2.5 33.4

「阻害要因は特にない」
を回答 313 163 8 14 6 133

100.0 52.1 2.6 4.5 1.9 42.5
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 813 60 38 34 400

100.0 63.4 4.7 3.0 2.7 31.2

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
V　女性活躍のための取組を推進するための体制について
Q11.問12貴組織の行動計画に基づく取組の実施状況の公表や、取組の振り返りのために行っている取組として当てはまるものを選択してください。（いくつでも）
MA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
IV　行動計画の職員への周知について
Q10.問11職員に行動計画を周知させるために行っていることは何ですか。（いくつでも）
MA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無



【181010】特定事業主調査【2.地方人事課】都道府県・市区町村絞込み ( 10 / 13 )

■クロス集計表(n%表) ＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

ｎ

女
性
職
員
活
躍
推
進
に
係
る
担
当
課
室
を
設
置

人
事
担
当
課
等
に

、
女
性
職
員
活
躍
推
進
に
係
る
担

当
係
を
設
置

女
性
職
員
活
躍
推
進
や
働
き
方
改
革
に
関
す
る
取
組

の
進
捗
状
況
等
を
点
検
・
検
証
し

、
改
善
策
等
を
議

論
す
る
会
議
体

（
委
員
会
等

（
構
成
員
は
職
員
の

み

）
）
を
設
置
・
開
催

女
性
職
員
活
躍
推
進
や
働
き
方
改
革
に
関
す
る
取
組

の
進
捗
状
況
等
を
点
検
・
検
証
し

、
改
善
策
等
を
議

論
す
る
会
議
体

（
委
員
会
等

（
構
成
員
に
外
部
有
識

者
を
含
む

）
）
を
設
置
・
開
催

既
存
の
庁
内
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
や

次
世
代
育
成
に
係
る
会
議
体

（
委
員
会
等

）
と
人
事

担
当
部
局
と
が
連
携
し
て

、
取
組
の
進
捗
状
況
の
点

検
等
を
行
う
体
制
を
構
築

そ
の
他

（
上
記
項
目
以
外
の
体
制
の
整
備
や

、
追
記

す
べ
き
内
容
が
あ
れ
ば

、
簡
潔
に
記
述
願
い
ま

す

。

）
：

体
制
整
備
の
予
定
は
な
い

1596 60 172 235 38 137 62 995
100.0 3.8 10.8 14.7 2.4 8.6 3.9 62.3

「阻害要因は特にない」
を回答 313 8 33 37 10 16 14 210

100.0 2.6 10.5 11.8 3.2 5.1 4.5 67.1
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 52 139 198 28 121 48 785

100.0 4.1 10.8 15.4 2.2 9.4 3.7 61.2

ｎ

女
性
活
躍
推
進
に
係
る
組
織
ト

ッ
プ
の
強
い
意
思

、

実
行
力

女
性
活
躍
推
進
に
係
る
管
理
職
の
強
い
意
思

、
実
行

力 女
性
活
躍
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
職
員
の
理
解
・
協

力 女
性
職
員
の
仕
事
に
対
す
る
意
欲
の
向
上

女
性
職
員
の
昇
進
意
欲
の
向
上

男
性
職
員
の
家
事
・
育
児
へ
の
参
加
意
欲
の
向
上

超
過
勤
務
時
間
の
縮
減

各
事
業
主
の
女
性
活
躍
状
況

（
女
性
採
用
・
登
用

率

、
超
過
勤
務
の
状
況
等

）
の
「

見
え
る
化

」
の
徹

底 各
事
業
主
間
の
女
性
活
躍
状
況

（
女
性
採
用
・
登
用

率

、
超
過
勤
務
の
状
況
等

）
の
比
較
結
果
の
公
表

（
グ
ラ
フ
等
に
よ
る
可
視
化

、
ラ
ン
キ
ン
グ
付
け

等

）

女
性
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
の
部
署
の
設
置

女
性
活
躍
を
担
当
す
る
担
当
者
の
熱
意

法
令
等
に
よ
る
強
制
力

第
三
者
の
視
点
が
入

っ
た
取
組
の
検
証
体
制
の
整
備

効
率
的
に
組
織
の
実
情
に
沿

っ
た
課
題
を
把
握
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム

（
マ
ニ

ュ
ア
ル

）

柔
軟
な
働
き
方
に
関
す
る
制
度

（
テ
レ
ワ
ー

ク

、
フ

レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
等

）
の
更
な
る
柔
軟
な
運
用

ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
行
う
大
幅
な
業
務
効
率
化

職
場
の
ペ
ー

パ
ー

レ
ス
化

職
員
一
人
一
人
の
生
産
性
を
高
め
る
意
識

そ
の
他
：

特
に
な
し

1596 259 196 530 217 726 481 749 30 7 27 28 34 3 53 138 105 13 330 21 63
100.0 16.2 12.3 33.2 13.6 45.5 30.1 46.9 1.9 0.4 1.7 1.8 2.1 0.2 3.3 8.6 6.6 0.8 20.7 1.3 3.9

「阻害要因は特にない」
を回答 313 38 31 92 31 60 99 128 5 1 3 2 6 0 19 31 11 1 74 1 44

100.0 12.1 9.9 29.4 9.9 19.2 31.6 40.9 1.6 0.3 1.0 0.6 1.9 0.0 6.1 9.9 3.5 0.3 23.6 0.3 14.1
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 221 165 438 186 666 382 621 25 6 24 26 28 3 34 107 94 12 256 20 19

100.0 17.2 12.9 34.1 14.5 51.9 29.8 48.4 1.9 0.5 1.9 2.0 2.2 0.2 2.7 8.3 7.3 0.9 20.0 1.6 1.5

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q13.問14貴組織において、さらに女性活躍の取組を推進するために必要と考えるものを選択してください。（3つまで）
MA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q12.問13現在の取組の実施・推進体制について、予定も含めて、当てはまるものを選択してください。（いくつでも）
MA



【181010】特定事業主調査【2.地方人事課】都道府県・市区町村絞込み ( 11 / 13 )

■クロス集計表(n%表) ＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

ｎ

離
職
率
の
低
下
が
み
ら
れ

た 採
用
活
動
へ
の
好
影
響
が

あ

っ
た

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
起
因

す
る
退
職
者
が
減

っ
た

介
護
に
起
因
す
る
退
職
者

が
減

っ
た

超
過
勤
務
時
間
が
減

っ
た

男
性
職
員
が
育
児
に
か
か

わ
る
時
間
が
増
え
た

女
性
職
員
の
育
児
休
業
取

得
期
間
が
短
く
な

っ
た

セ
ク
ハ
ラ
相
談
窓
口
へ
の

相
談
が
増
え
た

キ

ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
を
目
指

す
た
め
の
雇
用
形
態
転
換

が
増
え
た

キ

ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
を
目
指

す
た
め
の
研
修
の
受
講
率

が
上
が

っ
た

女
性
管
理
職
が
増
え
た

男
女
の
賃
金
格
差
が
縮

ま

っ
た

男
女
の
人
事
評
価
の
結
果

に
お
け
る
差
異
が
な
く

な

っ
た

両
立
支
援
制
度
の
利
用
率

が
上
が

っ
た

柔
軟
な
働
き
方
を
行
う
た

め
の
制
度
の
利
用
率
が
上

が

っ
た

中
途
採
用
者
が
増
え
た

管
理
職
の
残
業
時
間
が

減

っ
た

組
織
ト

ッ
プ
が
女
性
活
躍

の
必
要
性
を
認
識
し
た

組
織
ト

ッ
プ
の
意
識
が
女

性
活
躍
を
更
に
推
進
す
る

方
向
に
向
い
た

こ
れ
ま
で
に
な
い
政
策
が

打
ち
出
せ
た

業
務
の
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ

ベ
ー

シ

ョ
ン
が
起
き
た

職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ

ョ

ン
・
満
足
度
が
向
上
し
た

職
場
環
境
が
改
善
さ
れ
た

国
民
・
住
民
か
ら
の
評
価

が
向
上
し
た

組
織
内
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が

向
上
し
た

1596 32 97 33 15 253 456 7 5 0 75 599 11 28 121 101 28 4 83 79 3 4 51 114 4 13
100.0 2.0 6.1 2.1 0.9 15.9 28.6 0.4 0.3 0.0 4.7 37.5 0.7 1.8 7.6 6.3 1.8 0.3 5.2 4.9 0.2 0.3 3.2 7.1 0.3 0.8

「阻害要因は特にない」
を回答 313 8 18 7 3 44 72 0 0 0 9 106 0 8 16 15 3 1 12 11 1 0 9 24 1 4

100.0 2.6 5.8 2.2 1.0 14.1 23.0 0.0 0.0 0.0 2.9 33.9 0.0 2.6 5.1 4.8 1.0 0.3 3.8 3.5 0.3 0.0 2.9 7.7 0.3 1.3
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 24 79 26 12 209 384 7 5 0 66 493 11 20 105 86 25 3 71 68 2 4 42 90 3 9

100.0 1.9 6.2 2.0 0.9 16.3 29.9 0.5 0.4 0.0 5.1 38.4 0.9 1.6 8.2 6.7 1.9 0.2 5.5 5.3 0.2 0.3 3.3 7.0 0.2 0.7

ｎ

そ
の
他
：

特
に
効
果
は
な
か

っ
た

1596 62 336
100.0 3.9 21.1

「阻害要因は特にない」
を回答 313 9 81

100.0 2.9 25.9
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 53 255

100.0 4.1 19.9

ｎ

離
職
率
の
低
下

採
用
活
動
へ
の
好
影
響

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
起

因
す
る
退
職
者
が
減
る

介
護
に
起
因
す
る
退
職

者
が
減
る

超
過
勤
務
時
間
が
減
る

男
性
職
員
が
育
児
に
か

か
わ
る
時
間
が
増
え
る

女
性
職
員
の
育
児
休
業

取
得
期
間
が
短
く
な
る

セ
ク
ハ
ラ
相
談
窓
口
へ

の
相
談
が
増
え
る

キ

ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
を
目

指
す
た
め
の
雇
用
形
態

転
換
が
増
え
る

キ

ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
を
目

指
す
た
め
の
研
修
の
受

講
率
が
上
が
る

女
性
管
理
職
が
増
え
る

男
女
の
賃
金
格
差
が
縮

ま
る

男
女
の
人
事
評
価
の
結

果
に
お
け
る
差
異
が
な

く
な
る

両
立
支
援
制
度
の
利
用

率
が
上
が
る

柔
軟
な
働
き
方
を
行
う

た
め
の
制
度
の
利
用
率

が
上
が
る

中
途
採
用
者
が
増
え
る

管
理
職
の
残
業
時
間
が

減
る

組
織
ト

ッ
プ
が
女
性
活

躍
の
必
要
性
を
認
識
す

る 組
織
ト

ッ
プ
の
意
識
が

女
性
活
躍
を
更
に
推
進

す
る
方
向
に
向
く

こ
れ
ま
で
に
な
い
政
策

が
打
ち
出
せ
る

業
務
の
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ

ベ
ー

シ

ョ
ン
が
起
き
る

職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ

ョ

ン
・
満
足
度
が
向
上
す

る 職
場
環
境
の
改
善

国
民
・
住
民
か
ら
の
評

価
向
上

組
織
内
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

向
上

1596 187 218 176 113 446 760 60 6 24 173 923 34 50 268 272 19 36 118 117 97 49 368 493 45 39
100.0 11.7 13.7 11.0 7.1 27.9 47.6 3.8 0.4 1.5 10.8 57.8 2.1 3.1 16.8 17.0 1.2 2.3 7.4 7.3 6.1 3.1 23.1 30.9 2.8 2.4

「阻害要因は特にない」
を回答 313 31 32 30 19 64 122 12 0 6 21 142 7 9 28 38 4 2 17 15 17 4 53 84 6 9

100.0 9.9 10.2 9.6 6.1 20.4 39.0 3.8 0.0 1.9 6.7 45.4 2.2 2.9 8.9 12.1 1.3 0.6 5.4 4.8 5.4 1.3 16.9 26.8 1.9 2.9
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 156 186 146 94 382 638 48 6 18 152 781 27 41 240 234 15 34 101 102 80 45 315 409 39 30

100.0 12.2 14.5 11.4 7.3 29.8 49.7 3.7 0.5 1.4 11.8 60.9 2.1 3.2 18.7 18.2 1.2 2.7 7.9 8.0 6.2 3.5 24.6 31.9 3.0 2.3

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

Q14.問15女性活躍推進に関する取組を実施することでどのような効果があったと感じますか。（いくつでも）
MA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
Q15.問16女性活躍の取組を引き続き推進することで、今後どのような効果が期待できると感じていますか。（いくつでも）
MA

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
VI　女性活躍推進に関する取組実施の効果について



【181010】特定事業主調査【2.地方人事課】都道府県・市区町村絞込み ( 12 / 13 )

■クロス集計表(n%表) ＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

ｎ

そ
の
他
：

特
に
期
待
で
き
る
効
果

は
な
い

1596 20 107
100.0 1.3 6.7

「阻害要因は特にない」
を回答 313 4 34

100.0 1.3 10.9
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 16 73

100.0 1.2 5.7

ｎ

平
成
2
9
年
度

平
成
3
0
年
度

平
成
3
1
年
度

平
成
3
2
年
度

平
成
3
3
年
度

平
成
3
4
年
度

平
成
3
5
年
度

平
成
3
6
年
度

平
成
3
7
年
度

平
成
3
8
年
度

1596 7 55 415 1003 14 3 5 33 59 2
100.0 0.4 3.4 26.0 62.8 0.9 0.2 0.3 2.1 3.7 0.1

「阻害要因は特にない」
を回答 313 2 10 81 199 2 0 1 6 11 1

100.0 0.6 3.2 25.9 63.6 0.6 0.0 0.3 1.9 3.5 0.3
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 5 45 334 804 12 3 4 27 48 1

100.0 0.4 3.5 26.0 62.7 0.9 0.2 0.3 2.1 3.7 0.1

ｎ

都
道
府
県

市
区
町
村

1596 0 1596
100.0 0.0 100.0

「阻害要因は特にない」
を回答 313 0 313

100.0 0.0 100.0
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 0 1283

100.0 0.0 100.0

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
都道府県・市区町村の区別
SA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

Q15.問16女性活躍の取組を引き続き推進することで、今後どのような効果が期待できると感じていますか。（いくつでも）
MA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
「問4-2（行動計画の終期）」
SA



【181010】特定事業主調査【2.地方人事課】都道府県・市区町村絞込み ( 13 / 13 )

■クロス集計表(n%表) ＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

ｎ

都
道
府
県
・
阻
害
要
因

は
特
に
な
い

市
区
町
村
・
阻
害
要
因

は
特
に
な
い

313 0 313
100.0 0.0 100.0

「阻害要因は特にない」
を回答 313 0 313

100.0 0.0 100.0
「阻害要因は特にない」
を回答していない 0 0 0

0.0 0.0 0.0

ｎ

「

阻
害
要
因
は
特
に
な

い

」
を
回
答

「

阻
害
要
因
は
特
に
な

い

」
を
回
答
し
て
い
な

い

1596 313 1283
100.0 19.6 80.4

「阻害要因は特にない」
を回答 313 313 0

100.0 100.0 0.0
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 0 1283

100.0 0.0 100.0

ｎ

都
道
府
県
／
「

阻
害
要

因
は
特
に
な
い

」
を
回

答 都
道
府
県
／
「

阻
害
要

因
は
特
に
な
い

」
を
回

答
し
て
い
な
い

市
区
町
村
／
「

阻
害
要

因
は
特
に
な
い

」
を
回

答 市
区
町
村
／
「

阻
害
要

因
は
特
に
な
い

」
を
回

答
し
て
い
な
い

1596 0 0 313 1283
100.0 0.0 0.0 19.6 80.4

「阻害要因は特にない」
を回答 313 0 0 313 0

100.0 0.0 0.0 100.0 0.0
「阻害要因は特にない」
を回答していない 1283 0 0 0 1283

100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

都道府県・市区町村／「阻害要因は特にない」の回答有無
SA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

SA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
「阻害要因は特にない」の回答有無
SA

全体

「阻害要因は
特にない」の
回答有無

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]

絞込み条件 [市区町村 : FLAG2 OR 2]
阻害要因は特にない
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